
○福岡空港は、国内の滑走路一本の空港としては、旅客数・発着回数ともに第一位であり、既にピーク時には航空機の慢性的な
遅延が発生している状況にある。

○平成２４年度より滑走路増設に係る環境影響評価の手続を進めており、順調に進めば平成２７年度中に終了する予定。

○ 事業化については、平成２７年度概算要求において、「福岡空港における空港経営改革（コンセッション等）を踏まえた適切な
財源の確保を前提」としているところ。

○ 平成２６年１１月２６日、福岡県知事及び福岡市長が「福岡空港の民間委託を進めて欲しい」旨を国土交通省へ表明。
○ １２月１１日、交通政策審議会航空分科会事業評価小委員会（委員長：家田東京大学教授）において、「平成２７年度予算に

向けた空港整備事業の新規事業採択時評価等について、適当である」との答申を受け、平成２７年度予算編成の中で適切に対
応する予定。

・滑 走 路 ： ２，８００ｍ
・旅客実績 ： （国内）１，６１０万人、（国際）３１９万人
（平成25年度）

・主要路線 ： （国内） １８６往復/日
（平成26年12月） 東京(52)､中部(12)､大阪(13)、宮崎(14)、那覇(20)等

（国際） ２３１往復/週
ｿｳﾙ(63)、上海(28)、台北(28)、ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ(3)等
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福岡空港の滑走路増設事業の概要

○ 事業概要

旅客数 発着回数

４ ２ １ ２ ２ １ ２ １ ４ ２ １ １ ２ ２ ２ １
滑走路
本数

滑走路
本数

※発着回数は「空港管理状況調書」による（回転翼機を含む）

H14.12 H19.6

H21～H23年度 H24年度～H15～H20年度

調査段階 構想・施設
計画段階

環境影響評
価

工事段階

※ ＰＩ（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｲﾝﾎﾞﾙﾌﾞﾒﾝﾄ）手法を活用し、
住民等に対し情報を提供するとともに、
その意見を把握しながら計画を検討。

（福岡空港の
総合的な調査）

交通政策審議会
航空分科会 答申

交通政策審議会
航空分科会 答申

○ 国内主要空港の利用状況（平成２５年度）

○ 手続の流れ

◆準備書の公告・縦覧
（H26.11.7～）

・ 事業期間：約１０年※（用地買収、埋蔵文化財調査等の期間を含む。）
（※今後の財源検討結果により整備期間が決定する。）

・ 概算事業費：約１，６００億円（他に民間事業費約２００億円がある。）

○ 現況


